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す（a ７- ｂ　=1  ）。
　図２に戻り同様に見ると，中１から中２で４ 人
（19-　  =４ ），中２から中３で９ 人（30-　  =９  ）の不登校状態が解消されると推測されます。
　このように，不登校児童生徒の何人かは，翌年度に不登校状態が解消しており，中学校におい






































































「不登校が生じないような魅力ある学校づくり」という表現は，以下，平成 28 年９月 14 日
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１　不登校児童生徒への支援に対する基本的な考え方
（１）支援の視点
不登校児童生徒への支援は，「学校に登校する」という結果のみを目標にするのではなく，児童生徒が自らの進
路を主体的に捉えて，社会的に自立することを目指す必要があること。（後略）
２　学校等の取組の充実
（前略）
（２）不登校が生じないような学校づくり
①魅力あるよりよい学校づくり…児童生徒が不登校になってからの事後的な取組だけでなく，児童生徒が不登
校にならない，魅力ある学校づくりを目指すことが重要であること。
②いじめ，暴力行為等問題行動を許さない学校づくり…いじめや暴力行為を許さない学校づくり，問題行動へ
のき然とした対応が大切であること。（後略）
③児童生徒の学習状況等に応じた指導・配慮の実施…学習のつまずきから学校へ通うことが苦痛になる等，学
業の不振が不登校のきっかけの一つとなっていることから，児童生徒が学習内容を確実に身に付けることが
できるよう，指導方法や指導体制を工夫改善し，個に応じた指導の充実を図ることが望まれること（後略）
取組の対象 取組の方向性
継続数に着目した取組 前年度不登校であった児童生徒
年度途中に不登校となった児童生徒
社会的自立を目指す不登校児童生徒への支援
新規数に着目した取組 全ての児童生徒 不登校が生じない魅力ある学校づくり
